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新しい総代のみなさんです

 川　本（２７名）
大迫　賢二　　奥田　幸登　　松嶋　　聖　　福谷　善彦　　中川　克敏　　片山　和行　　大海　英美
木村　正明　　津田　哲郎　　城納　清隆　　青木　卓也　　森脇　　登　　南山　　稔　　日高萬壽男
長谷田裕之　　有田　恭二　　堀川　俊雄　　湯浅　晃誠　　岡本　洋二　　浅原　和夫　　船津　　忠
東　　忠明　　北野　嘉登　　小田　泰敬　　尾崎　順和　　上田　武人　　上田　武範

 邑　智（３２名）
福間　　定　　渡邊　泰文　　上原　義廣　　漆谷　義昭　　吉川　　肇　　佐藤　隆博　　山崎　佳織
泉　　芳弘　　小野　敏朗　　大津　勝義　　難波　　勇　　坂井巳之利　　和田　末春　　奥野　民夫
景山　春芳　　中田　修一　　森山　良二　　杉谷　正雄　　山本　幹雄　　門田　辰夫　　青杉　大信
木村　晴雄　　栗原　照夫　　品川喜代市　　柳浦　諄三　　高松　俊明　　上田　信司　　渡邊　春實
川角　義信　　渡辺　節子　　伊藤　　豊　　那須野昌三

 大　和（２１名）
高橋　輝昭　　荒河　繁人　　坂本　和正　　松島　忠夫　　日高　明夫　　三上　芳喜　　高橋　龍夫
三上　博通　　高橋　安夫　　三浦　直美　　鎮波　政博　　黒田　和夫　　田原　功隆　　山田　庄吾
高橋　博文　　黒川民次郎　　安田　　稔　　富永　文雄　　岡崎　昌利　　斉藤　善示　　荻原　　明

 羽須美（２３名）
藤川　利廣　　高橋　幸則　　高橋　秀行　　光田　雅巳　　石田　省二　　酒井　幸雄　　岡本　昇吾
青木　　隆　　松島　弘文　　三上　　進　　礒部　宗治　　藤川　孝年　　杉本　　昭　　日高　孝德
大江　　貢　　日高　隆行　　中村　　實　　藤原　光三　　藤倉　光彦　　荒砂　良明　　加藤　博明
丸原　末治　　荒田　和夫

 瑞　穂（４１名）
富長　安幸　　黄楊　文雄　　岸　　一佳　　井上　鉄郎　　岩根　敏幸　　三上　　学　　寺本　司良
今田　　鑑　　田岡　正徳　　山中　久人　　北村　豈弘　　野田　　等　　中村　一臣　　石川　　基
漆谷　秀俊　　上木　康雄　　山本　和男　　日高　正登　　上田　清茂　　佐田　増藏　　浅枝俊之介
洲浜　昭文　　日高　利博　　河野峻之介　　上田　昭弘　　大矢　勝則　　藤田　輝雄　　小笠原博文
洲濱　一徳　　小田　弘之　　原田　　征　　大平　禎二　　稲垣　義人　　宮本　昭憲　　須浜　文徳
森田　正宏　　藤田　憲司　　中野　洋子　　森下　敏已　　田中　幸男　　吉川　一郎

 石　見（３７名）
野田　秀樹　　柘植　　實　　奥瀧　盛人　　渡辺　生紀　　服部　幸朗　　柘植　義文　　槇　　繁好
橋田　裕二　　竹　　政幸　　柘植　敏博　　山田　和義　　上田　義憲　　濱　　慎一　　日高　孝雄
寺脇　隆彦　　三宅松四郎　　兒玉　志信　　小笠原　清　　原野　秀夫　　酒井　利和　　新田　幸夫
坂根　秀信　　太田　　忠　　寺本　　昭　　金﨑　　学　　南原　浩二　　寺本　幹雄　　木村　直行
漆谷　泰志　　南原　　昇　　森橋　敏士　　古川　初登　　服部　順雄　　草村　　薫　　草村　　勇
東　　國雄　　静間　　元

 桜　江（２９名）
松田　兼雄　　千代延俊介　　山下　武夫　　松田　重夫　　細川　静人　　石津　久明　　湯浅　憲幸
井上　茂美　　山中　正人　　佐々木繁好　　酒井　善忠　　安田智慧人　　渡邊　春夫　　小笠原義夫
佐々木鶴義　　美川　卓司　　大谷　林三　　井上　幹雄　　森脇　専二　　湊　　正次　　平田　茂種
船津　　章　　井川　道也　　小笠原映一　　山藤　正弘　　坂根　直幸　　寺坂　　薫　　中村久左衛門
山田　　博

総代改選が行われ、新しい総代さんが決まりました。
任期は、平成28年２月１日～平成31年１月31日までです。どうぞよろしくお願いいたします。

　平成 28 年 2 月 20 日 お　お　ち　森　林 2�



菌
床
し
い
た
け
の

�

通
年
栽
培
を
目
指
し
て

　
こ
の
度
、
菌
床
し
い
た
け
栽
培

施
設
と
し
て
、
発
生
用
コ
ン
テ
ナ

（
海
上
コ
ン
テ
ナ
を
改
装
し
、
空

調
、
照
明
等
を
取
り
付
け
た
発
生

設
備
）
を
試
験
的
に
導
入
い
た
し

ま
し
た
。

　
例
年
秋
冬
に
は
、
し
い
た
け
の

発
生
・
出
荷
を
行
っ
て
お
り
ま
す

が
、
今
後
は
更
に
、
出
荷
量
の
増

加
や
夏
場
の
出
荷
を
目
指
し
て
お

り
ま
す
。低
コ
ス
ト
生
産
に
向
け
、

デ
ー
タ
等
を
取
り
、
生
産
者
に
情

報
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。
新
規

生
産
者
や
ハ
ウ
ス
が
古
く
な
り
更

新
を
考
え
て
い
る
方
に
、
一
考
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
特
徴
は
、
一
般
的
な
ビ
ニ
ー
ル

ハ
ウ
ス
と
違
い
、
断
熱
が
し
っ
か

り
し
て
い
る
の
で
、
外
気
温
に
影

響
さ
れ
ず
、
温
度
・
湿
度
管
理
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
と
共
に
光
熱

費
の
軽
減
が
図
ら
れ
、
し
い
た
け

の
発
生
管
理
が
容
易
で
す
。

　
ま
た
、
積
雪
や
強
風
に
よ
る
倒

壊
等
に
強
く
安
心
で
す
。
詳
し
い

こ
と
が
必
要
で
し
た
ら
、
邑
智
郡

森
林
組
合 

本
所 

流
通
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

スギ・ヒノキの立木販売を考えられている
� 森林所有者の方へお知らせです
林野庁整備課では、造林補助事業のうち「人工林伐採後の再造林申請」の改定を、平成28年度か

ら実施に向け検討中です。
今後は、伐採を計画した段階で跡地の植栽計画を提出し、補助金の確保をしておかなければなり

ません。これは、全国で増加する人工造林伐採跡地に対して、公共予算の増加が並行して増える見
込みがないため、補助金を効率的、計画的に行うものを対象とするものです。国は、プライマリー
バランスの赤字を解消する目的で、すべての公共予算の削減をするため、増加が見込まれません。

また、植栽から収穫までのトータルコストを下げ、丸太価格に見合うコストに近づけていこうと
いう考えを持ち、特にコストを占める植栽費、山行苗代金、保育費に焦点を当て造林方法を改良し、
費用の軽減を図ろうとするものです。

このことを実現する方法として、土地所有者と伐採者と造林者が、事前に実施方法等を話し合っ
たうえで、事業計画書を提出することが必要です。３者の同意が必要となります。

そこで、注意していただきたいのが、森林組合以
外の業者に伐採を委託する場合、または、立木を販
売する場合のいずれにおいても、事前に伐採・造林
計画書の提出が無ければ造林補助金の対象となりま
せんので、必ず、前もって森林組合にご相談ください。

伐採・造林計画書以外にも、市町村森林整備計画
や森林経営計画の変更等、また、伐採許可申請や伐
採届等の手続きも必要となります。

森林組合は、組合員に代わって事務、販売、交渉
等を行うために設立されたものですので、遠慮せず
ご利用ください。

 お　お　ち　森　林  平成 28 年 2 月 20 日3�



平成27年度　安全衛生大会開催

平
成
₂₇
年
７
月
３
日
、
邑
南
町

中
野
の
賀
茂
神
社
に
お
い
て
安
全

祈
願
祭
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
会
場
を
矢
上
交
流
セ

ン
タ
ー
へ
移
し
、
邑
智
郡
森
林
組
合

安
全
衛
生
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
従
業
員
全
員
が

ゼ
ロ
災
害
を
目
指
す
た
め
、
安
全

意
識
の
向
上
や
安
全
な
作
業
方
法

を
選
定
し
易
い
職
場
環
境
を
構
築

す
る
た
め
毎
年
開
催
し
て
お
り
、

総
括
安
全
衛
生
管
理
者
で
あ
る
大

石
良
典
組
合
長
は
、
安
全
な
作
業

を
行
う
た
め
に
特
に
お
願
い
し
た

い
こ
と
と
し
て
、
次
の
４
点
を
伝

え
ま
し
た
。

１�

．
伐
倒
方
向
の
選
定
、
枯
損
木

や
ツ
ル
が
ら
み
の
木
に
注
意

し
、
確
実
に
待
避
す
る
。

２�

．
合
図
と
安
全
確
認
は
確
実
に

行
う
。

３�

．
内
角
と
立
ち
入
り
禁
止
の
範

囲
に
は
絶
対
に
入
ら
な
い
。

４�

．
作
業
計
画
書
及
び
リ
ス
ク
ア

セ
ス
メ
ン
ト
の
内
容
を
周
知

し
、
同
時
に
実
践
す
る
こ
と
。

さ
ら
に
、
細
貝
安
全
委
員
長
が

今
年
度
の
安
全
衛
生
方
針
を
示
し

ま
し
た
。
続
い
て
、
安
全
衛
生
ス

ロ
ー
ガ
ン
の
発
表
、
優
良
班
の
表

彰
、
研
修
の
後
、
役
職
・
従
業
員

全
員
で「
労
働
災
害
防
止
・
安
全

作
業
の
誓
い
」を
朗
読
し
、
安
全

作
業
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

�

体
験
発
表

「
過
去
の
反
省
か
ら

　
学
ん
だ
自
分
の
思
う

�

安
全
と
は
」

�

増
谷
秀
之
（
本
所 

技
能
職
員
）

自
動
車
免
許
取
り
た
て
の
頃
、

事
故
を
起
こ
し
、大
け
が
を
し
た
。

２
度
の
手
術
と
入
退
院
を
繰
り
返

し
、
半
年
後
、
よ
う
や
く
普
通
の

生
活
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
経

験
か
ら
、
安
全
と
は
恐
怖
心
を
持

つ
こ
と
が
大
事
で
あ
り
、
怖
い
か

ら
慎
重
に
な

り
、
安
全
に

行
動
す
る
こ

と
が
で
き
る

の
だ
と
思
う

よ
う
に
な
っ
た
。

今
こ
う
し
て
、
毎
日
仕
事
に
行

け
る
の
は
家
族
が
い
る
か
ら
で
、

こ
れ
か
ら
も
家
族
の
た
め
に
安
全

作
業
を
心
が
け
、
頑
張
ろ
う
と

思
っ
て
い
る
。

�

研
修
会

今
年
度
の
研
修
と
し
て
、「
働

く
人
の
健
康
―Check�&�Do

健

康
管
理
で
健
康
維
持
増
進
」と
題

し
、
産
業
医
の
社
会
医
療
法
人
仁

寿
会
加
藤
病
院
院
長 

加
藤
節
司

先
生
に
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

健
康
で
あ
る
た
め
に
は
、

C

チ
ェ
ッ
ク

heck�& ア
ン
ド�D

ド
ゥ

o

が
必
要
。
毎
年
、

健
康
診
断
を
受
け
体
の
状
態
を
知

る
こ
と（Check

）は
大
切
で
す

が
、
そ
れ
だ
け
で
は
健
康
づ
く
り

は
で
き
な
い
。
早
期
治
療
や
病
気

予
防
に
役
立
て
、
食
事
管
理
や
生

活
改
善
を
行
う
こ
と（Do

）が
必

要
で
あ
る
。

ま
た
、
健
康
は
、
自
分
自
身
だ

け
で
な
く
、
家
族
や
公
共
の
た
め

に
必
要
な
こ
と
で
あ
り
、
自
分
自

身
、
企
業
全
体
、
仲
間
や
地
域
で

守
り
、
維
持
増
進
し
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
あ
る
と
話
さ
れ
ま
し

た
。

続
い
て
、

「
事
業
活
動

に
お
け
る

コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス

に
つ
い
て
」

と
題
し
、
農
林
中
央
金
庫
岡
山
支

店 

池
田
和
代
先
生
に
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
の
意
味
に
つ
い
て
お
話

し
い
た
だ
き
、
私
た
ち
が
森
林
組

合
の
従
業
員
と
し
て
社
会
か
ら
信

頼
を
得
る
た
め
に
は
、
守
ろ
う
と

す
る
意
識
や
雰
囲
気
を
作
り
、
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
態
勢
を
確
立
、

強
化
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ

る
と
意
識
さ
せ
ら
れ
た
研
修
で
し

た
。

石田　弘一（チップ工場）

安全衛生スローガン　（応募総数 173 点）

気を抜かず　基本を守って安全作業
みんなで目指す　ゼロ災害

　平成 28 年 2 月 20 日 お　お　ち　森　林 4�



職
場
体
験
学
習
の
実
施

飲
酒
運
転
根
絶
を

 

誓
う
署
名
簿
提
出

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
フ
ェ
ア
参
加

間
伐
木
を
活
用
し
た

ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

川
本
中
学
校
３
年
生
の
瀬
上
一
樹
く
ん
が
、
当

組
合
の
職
場
体
験
を
さ
れ
ま
し
た
。
２
日
間
と
い

う
短
い
間
に
、
沢
山
の
こ
と
を
体
験
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
後
日
い
た
だ
い
た
お
手
紙
に
は
、
こ

の
体
験
で
、①
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
、

②
仕
事
の
大
変
さ
・
面
白
さ
、
③
感
謝
を
す
る
こ

と
の
３
つ
を
学
び
ま
し
た
と
あ
り
ま
し
た
。
と
て

も
嬉
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
こ
で
学
ば
れ

た
こ
と
が
将
来
の
お
役
に
立
て
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

平
成
27
年
11
月
26

日
、
川
本
警
察
署
に
て

大
石
組
合
長
が
宣
言
文

を
読
み
上
げ
、
全
従
業

員
１
１
２
名
の
署
名
を

両
見
署
長
へ
提
出
し
ま

し
た
。

平
成
27
年
10
月
19
日
、
矢
上
高
校
の
１
・
２
年
生
を
対

象
に
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
フ
ェ
ア
が
開
催
さ
れ
、
当
組
合

も
地
元
企
業
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

昨
年
12
月
に
間
伐
木
を
活
用
し
た
ク
リ
ス
マ
ス
ツ

リ
ー
を
各
施
設
へ
配
布
す
る
お
手
伝
い
を
い
た
し
ま

（
平
成
27
年
９
月
16
日
、
17
日
）

る
こ
と
で
す
。

森
林
組
合
が
ど
う
い
っ
た
仕
事
を
し
て
い
る
か
分

か
ら
な
い
生
徒
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
こ
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
通
し
て
、
森
林
組
合
の
業
務
や
林

業
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

将
来
は
、
た
く
さ
ん
の
若
者
が
地
元
へ
戻
り
、
森

林
組
合
へ
の
就
職
を
希
望
し
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

付
け
を
し
ま
し
た
。「
す
ご
～
い
‼
本
物
の
ツ

リ
ー
だ
‼
」と
子
ど
も
た
ち
は
目
を
輝
か
せ
大

喜
び
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
ミ
ー
モ
く
ん
と
ミ
ー

ナ
ち
ゃ
ん
も
駆
け
つ
け
て
く
れ
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と

は
、
学
生
が
将
来
の
職
業

を
選
ぶ
た
め
の
参
考
に
、

直
接
企
業
か
ら
話
し
を
聞

い
た
り
、
職
場
体
験
を
す

し
た
。
12
月
18

日
、
お
お
ち
保
育

園
で
行
わ
れ
た
ク

リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー

プ
レ
ゼ
ン
ト
セ
レ

モ
ニ
ー
に
は
、
大

石
組
合
長
が
参
加

し
、
子
ど
も
た
ち

と
ツ
リ
ー
の
飾
り
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監
督
　
牧
田
洋
平

平
成
27
年
11
月
8
日
、
第
12
回
美
郷
町
駅
伝
競
走
大
会
が
開
催
さ
れ
、

当
組
合
も
出
場
し
て
き
ま
し
た
。

5
区
間
で
全
長
10
・
7
㎞
と
距
離
は
短
い
で
す
が
、
ス
ピ
ー
ド
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

当
日
は
雨
天
で
気
温
も
低
か
っ
た
た
め
、
思
う
よ
う
に
走
れ
な
か
っ
た

美
郷
町
駅
伝
競
走
大
会
出
場

収穫の秋 各地で産業祭が開催されました
秋の収穫を祝い各地で産業祭が行われ、当組合も林業関係資材等の展示販売を行いました。

桜江いきいき祭り（11月８日）
一日中、雨が降ったり止んだりを繰り返し、

歩行者天国でのイベントは、別会場で行われま
した。ご協力ありがとうございました。

三原きんさい祭り（11月８日）
雨の中、足を運んでくださったみなさん、 

ありがとうございました。

美郷町産業祭（11月15日）
朝方までの雨もすっかり上がり、沢山の人で

賑わいました。お世話になりました。

吾郷選手から伊藤選手へ アンカー　小川選手

川本町産業祭（11月１日）
昨年は川本町合併60周年記念ということで、丸太早切

り競争を企画させていただきました。女性を含む３人１
組のチームで、７チームに参加いただき、大盛況でした。
優勝は４分46秒で樹
冠ネットワークチー
ムさんでした。ちな
みに、最下位は12分
31秒でした。

選
手
も
い
ま
し
た
が
、
タ
ス
キ
を
つ
な

ぎ
、
無
事
に
ゴ
ー
ル
し
ま
し
た
。
成
績

は
一
般
の
部
、
全
10
チ
ー
ム
中
5
位
と

健
闘
い
た
し
ま
し
た
。

沿
道
か
ら
の
ご
声
援
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

出
場
選
手

１
区

宮
岡　
　
譲

２
区

中
島　
拓
郎

３
区

吾
郷　
基
紀

４
区

伊
藤　
達
也

５
区

小
川　
淳
平
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優
秀
安
全
運
転
事
業
所
表
彰

　

平
成
27
年
７
月
７
日
、
川
本
警
察
署
に
お
い
て
優

秀
安
全
運
転
事
業
所
表
彰
が
行
わ
れ
、
当
組
合
の
邑

南
支
所
が
プ
ラ
チ
ナ
賞
を
受
賞
い
た
し
ま
し
た
。
今

回
の
受
賞
は
、
平
成
25
年
、
26
年
に
続
く
３
年
連
続

の
優
秀
安
全
運
転
事
業
所
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
プ

ラ
チ
ナ
賞
と
い
う
栄
誉
あ
る
賞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
組
合
の
美
郷
支
所
が
銀
賞
を
、
チ
ッ
プ

　

平
成
27
年
10
月
28
日
、

第
28
回
全
国
森
林
組
合
大

会
に
お
い
て
、
当
組
合
の

「
提
案
型
集
約
化
施
業
の

重
点
実
施
と
持
続
可
能
な

低
コ
ス
ト
林
業
の
確
立
」

へ
の
取
り
組
み
の
成
果
を

評
価
さ
れ
、
優
良
組
合
表

彰
を
受
け
ま
し
た
。

地域の林業を担う仲間
第1回　本所（川本・桜江管内施業）

利
用
間
伐
班

松
嶋
班

毎月初めには、全員でミーティングを行う

地
籍
班

野口 康雄　　　 　　 　畑野 　聖

　 班長 松嶋 　啓　　  堀　 陽一　　      菅田 光男　　        佐々木 宏

後列　岩本 孝昭　　　 川本 　淳　　　　 増谷 秀之 　　　　　高橋 武孝
前列　 　佐々木 龍馬　　　　　　 係長 野田 耕吉 　　　　　小川 淳平

川本警察署 両見信宏署長より
表彰を受ける邑南支所 佐貫重
永支所長

優
良
組
合
表
彰

工
場
が
銅
賞
を
受
賞
し
、
大
変
名
誉
な
こ
と
と
喜
ん

で
お
り
ま
す
。
毎
年
開
催
さ
れ
る
ド
ラ
イ
ブ
コ
ン
テ

ス
ト
へ
の
参
加
を
機
に
、
従
業
員
全
体
の
安
全
運
転

へ
の
意
識
レ
ベ
ル
が
向
上
し
て
い
る
結
果
だ
と
感
じ

て
お
り
ま
す
。
賞
の
受
賞
に
関
わ
ら
ず
、
自
分
の

命
、
他
人
の
命
を
守
る
べ
く
、
誰
も
が
安
全
運
転
に

心
が
け
て
い
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

表彰のご報告
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本所（川本） ☎72-0277　 邑 南 支 所 ☎
（IP 050-5207-5209）

83-0164　 チップ工場　☎
（IP 050-5207-3480）

95-0985

美 郷 支 所 ☎75-0032　 桜江出張所 ☎92-0064
お問い合わせ先

平
成
₂₈
年
1
月
₃₁
日
付

　
美
郷
支
所　
支
所
長

　

山
田 
史
朗 

氏
（
勤
続
₃₇
年
）

平
成
₂₈
年
1
月
₃₁
日
付

　
チ
ッ
プ
工
場

　

中
村 

　
進 

氏
（
勤
続
₃₇
年
）

　
長
き
に
わ
た
り
、
森
林
組
合
事

業
の
発
展
と
林
業
振
興
に
ご
尽
力

い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
、
心
よ

り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

退
職
の
お
知
ら
せ

　
川
本
・
桜
江
及
び
美
郷
地
区

で
働
い
て
い
た
だ
け
る
方
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
本
所
ま
た
は
美

郷
支
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

現
場
技
術
員
募
集

除草剤のご案内 スギナを根まで枯らす！

ゆめみどり JFE 鉄 300R

上
手
な
使
い
方

トクサ科

スギナ（25倍液）

月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
散
布
適
期

キク科

セイタカアワダチソウ
（100倍液）

月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
散
布
適
期

イネ科

ササ類（50倍液）

月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
散
布
適
期

マメ科

クズ（50倍液）

月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
散
布
適
期

100％有機質完熟バーク堆肥‼

◦�土中の保肥性、保水性、通気性を高め、農産
物・樹木の育成に効果的です。
◦�土壌微生物のバランスの改善にも繋がり、連作
障害等の発生を抑制します。

例）100kg/10a施用の場合と無施用

10aあたり45kg散布

400円 4,968円
ゆめみどり 15㎏（袋） ゆめみどり 1t（バラ）

（
税
込
）

（
税
込
）

散布量の目安：10aあたり45～60kg散布

2,160円JFE鉄300R
15㎏（袋）

（
税
込
）

各種散布、配達を行います。
ご要望はお近くの森林組合事務所まで

純鉄99％

JFE鉄 施用

コシヒカリ

JFE鉄 なし

1,850円
500ml

（
税
込
）

3,310円
1000ml （

税
込
）

保証成分
◦チッソ
� 0.41％
◦リン酸
� 0.10％
◦カリウム
� 0.09％

人
事
異
動

　
平
成
₂₈
年
2
月
1
日
付

�

（
　
）
内
は
旧
職
名

美
郷
支
所
　
支
所
長

�

（
美
郷
支
所
　
整
備
係
長
）

　
淺
　
原
　
　
　
讓

美
郷
支
所
　
整
備
係
長

�

（
美
郷
支
所
　
主
任
）

　
黒
　
川
　
博
　
隆
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